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川 を 愛 す る 人 の た め に

RIVER FUND
河川基金だより



河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

【写真】水辺に回る水車の役割と田んぼのいきもの観察会

河川基金 FILE

08

河川基金は、川づくり団体「自然と暮らしを考える

研究会」を応援しています。

次世代に伝えて・つなぐ
多自然川づくり
自然と暮らしを考える研究会（佐賀県唐津市）

「自然と暮らしを考える研究会」は、平成 8 年に活動をはじめ、これまで延べ 7 基の水車を復元するなど、地域の自然
や歴史、文化を 21 世紀に向けて継承する活動を行っています。

平成 29 年度は、厳木川と水車の回る用水路一帯において、水辺と田んぼの景観保全と水辺の多面的な機能を学ぶ活動
として、河川（水辺）と田んぼをフィールドとした子どもたちの体験・環境学習支援や環境整備、指導者育成等の事
業を実施しました。
今後は、近年多発する異常気象に備え、土砂・水災害から「命」を守るための「地域防災」について、これまでの事
業で身に付けた経験を地域社会に向けて発信します。



14 大河津分水を人々へ広める 
 - 川に親しむ、川や地域に関心を持つ -

	 Love	River	Net	（新潟県）　代表　樋口	勲	さん

20 現場の問題解決が研究への原動力
 - アユ産卵場の形成 -
	 高知工業高等専門学校（高知県）　准教授　岡田将治	さん

I N F O

表紙写真
大河津分水タオルを掲げて大河津
分水ウォーキングスタート！

【提供： Love River Net】

T O P I C S

17 「地域の川『七北田川』を知ろう」で深い学びを実現
	 仙台市立北中山小学校（宮城県）　　教諭　木村	千春	さん　　教諭　今野	友明	さん
	 カワラバン（宮城県）　　代表　菅原	正徳	さん

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、下記の方々からその活動
の様子やメッセージをお聴きしました。 

I N D E X

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

11 河川財団奨励賞 受賞研究
 - 河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築 -
	 東京工業大学（神奈川県）　環境・社会理工学院　助教　厳島	怜	さん

04	 2019 年度「河川基金」新規助成案件を採択決定しました

07	 平成 30 年度	川づくり団体全国事例発表会
	 - 活動の持続可能性や発展を目指して -

09	 平成 30 年度	河川教育研究交流会
	 - 学校における河川教育と子供たちの変容 -

23 御礼  ご寄付の御礼

23 紹介  河川基金ウェブサイトをご活用ください
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T O P I C S
河川財団では、このたび、2019 年
度の河川基金助成事業の新規案件と
して237 件を採択決定しました。
今年度の河川基金助成事業への応
募状況と採択状況をご紹介します。

2019 年度の河川基金助成事業に全
体で423 件の申請を頂きました。
これは、昨年度の申請数 361 件（研
究者・研究機関部門 175 件、川づ
くり団体部門 143 件、学校部門 43
件）を大きく上回っています。

多くの方々から申請いただきまして
誠にありがとうございました。

研究者・研究機関部門

２
０
１
９
年
度
「
河
川
基
金
」
の

新
規
助
成
案
件
を
採
択
決
定
し
ま
し
た

区分 採択数 合計
一般研究者・研究機関（うち社会・人文、文理融合系） 64（12）

87
アウトリーチ活動・学術図書出版 3
若手研究者 11
ジュニア研究者 9

川づくり団体部門

区分 採択数 合計
全国・流域川づくり団体 79 81新設川づくり団体 2

学校部門

区分 採択数 合計
幼稚園、保育所、認定こども園等 4 69小、中、高等学校、特別支援学校等 65

　

２
０
１
９
年
度
に
採
択
さ
れ
た

案
件
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を

部
門
ご
と
に
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
研
究
者
・
研
究
機
関

部
門
】

　
「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」

で
は
、研
究
の
目
的
や
成
果
が
「
川

づ
く
り
」
や
河
川
管
理
に
、
ど
の

よ
う
に
貢
献
し
活
用
さ
れ
る
と
期

待
さ
れ
る
か
を
重
視
し
て
助
成
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
87
件
を
採

択
し
ま
し
た
。

①
一
般
研
究
者
・
研
究
機
関

　

工
学
・
自
然
科
学
分
野
で
は
、

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
に
加
え
、

独
創
性
や
発
展
性
に
つ
い
て
も
評

価
し
て
採
択
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
九
州
大
学
・
矢
野
真
一
郎
教

授
の
「
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮

し
た
流
木
リ
ス
ク
評
価
手
法
の
開

発
」
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
洪
水

時
の
流
木
量
の
変
化
に
伴
う
流
域

内
で
の
被
災
リ
ス
ク
評
価
を
行
う

研
究
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
性
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
名
古

屋
大
学
・
中
川
書
子
准
教
授
の「
大

気
硝
酸
濃
度
を
指
標
に
用
い
た
河

川
環
境
に
お
け
る
窒
素
浄
化
能
の

2019 年度
申請数　合計 423 件
採択数　合計 237 件

河川や流域に関係する調査・研究を行う、研究者や研究機関
への助成

河川や流域への理解を深めたり、健全な姿に変えるための活
動などを行う市民団体等（川づくり団体）への助成

学校教育現場で、河川・流域を通じて防災や環境等を学習する
河川教育に取組む、小・中・高校等への助成

T O P I C S
2019 年度「河川基金」新規助成案件を採択決定しました

特
徴
的
な
も
の
を
部
門
ご
と
に
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す

【写真提供】全国川ごみネットワーク

【写真提供】大阪健康安全基盤研究所

【写真提供】東北町立甲地小学校
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ル
、
柿
田
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」
が

あ
り
ま
す
。

【
川
づ
く
り
団
体
部
門
】

　
「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」
で
は
、

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
が
期
待

で
き
る
か
、
自
ら
の
活
動
を
継
続

的
に
展
開
し
て
ゆ
く
た
め
に
資
金

確
保
や
後
継
者
育
成
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、
と
い
っ
た
点
を
重
視
し
て

助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
81

件
を
採
択
し
ま
し
た
。

①
全
国
・
流
域
川
づ
く
り
団
体

　

全
国
規
模
あ
る
い
は
流
域
規
模

で
、
川
や
流
域
を
よ
り
健
全
な
姿

に
す
る
た
め
の
活
動
へ
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
事
業
の

中
か
ら
河
川
や
流
域
へ
の
理
解
を

深
め
る
活
動
や
、
川
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
の
活
動
の
事
例
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ま
ち
・
川
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
後
藤
登
理

事
長
）
の
「
石
狩
川
流
域
住
民

の
夢
の
実
現
『
か
わ
た
び
』」
は
、

異
業
種
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
、
川
下
り
な
ど
の
水
辺
空

間
を
活
用
す
る
体
験
型
観
光
と

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
り
い
れ
た
リ

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を

行
う
も
の
で
す
。

②
新
設
川
づ
く
り
団
体

　

設
立
か
ら
５
年
以
内
の
新
し
い

川
づ
く
り
団
体
を
対
象
に
、
団
体

の
活
動
が
、
円
滑
に
軌
道
に
乗
る

よ
う
支
援
を
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

印
旛
沼
流
域
の
魅
力
や
可
能
性
を

分
か
り
易
く
伝
え
、
市
民
や
事
業

者
の
主
体
的
な
活
動
を
促
す
た
め

の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

を
目
指
す
印
旛
沼
と
ゆ
か
い
な
仲

間
た
ち
（
浜
田
靖
彦
代
表
）の「
ま

る
ご
と
い
ん
ば
ぬ
ま
」
な
ど
、
２

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
掲
載
依
頼
を
受
け
た
各

地
で
開
催
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
は
、
河
川
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
助
成
事
業
者
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
や
お
近
く

の
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

③
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者

　

ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
へ
の
助
成
で

は
、
未
来
を
担
う
中
学
生
・
高

校
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
採
択
事
例
と
し
て
は
、

札
幌
市
立
札
幌
旭
丘
高
等
学
校

の
「
自
然
界
の
薬
剤
耐
性
菌
を
探

せ
！
Ⅲ
〜
ト
ン
ボ
と
河
川
を
巡
る

耐
性
菌
〜
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

研
究
は
、
生
き
物
を
育
て
「
命
」

の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
、
河
川

環
境
の
最
先
端
科
学
に
挑
む
も
の

で
あ
り
、
教
育
は
も
ち
ろ
ん
学
術

的
価
値
も
高
い
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

④
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
で
は
、

一
般
市
民
の
方
々
が
川
に
関
す
る

研
究
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
研
究
者
等
が
実
施
す
る
公

開
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
出
前
授
業
と
い
っ

た
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
採
択
し

て
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
、
柿

田
川
生
態
系
研
究
会
・
加
藤
憲
二

名
誉
教
授
の
「
柿
田
川
生
態
系
研

究
会(

サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー

T O P I C S
2019 年度「河川基金」新規助成案件を採択決定しました

高
確
度
評
価
方
法
の
開
発
と
検

証
」
の
研
究
は
、
河
川
か
ら
の
脱

窒
量
を
推
算
す
る
新
た
な
手
法
の

提
案
と
な
っ
て
お
り
、
有
用
な
科

学
的
知
見
を
得
る
可
能
性
が
あ
る

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
科
学
・
人
文
科
学

等
の
研
究
や
文
理
融
合
系
の
研
究

に
も
幅
広
く
助
成
し
て
い
ま
す
。

採
択
事
例
と
し
て
は
、
東
京
大
学
・

渡
部
哲
史
特
任
講
師
の
「
水
害
が

過
疎
化
の
進
展
に
及
ぼ
す
影
響
の

解
明
」
は
、
水
害
の
長
期
的
影
響

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の
過
疎
化

を
考
え
る
独
創
的
な
研
究
で
あ
る

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

②
若
手
研
究
者

　

研
究
経
験
の
少
な
い
若
手
研
究

者
（
35
歳
以
下
）
が
、
研
究
者
と

し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う

に
、
優
先
的
に
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
採
択
事
例
と
し
て
は
、
富

山
大
学
・
太
田
民
久
特
命
助
教
の

「
ウ
ロ
コ
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
同
位

体
比
を
用
い
た
河
川
魚
類
の
行
動

履
歴
推
定
」
は
、
新
し
い
調
査
手

法
で
あ
り
、
成
功
す
れ
ば
魚
類
調

査
方
法
に
大
き
な
進
展
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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【事務局の連絡先】
公益財団法人河川財団  基金事業部
TEL 03-5847-8303
FAX 03-5847-8309
URL：http://www.kasen.or.jp/kikin/
問合せ先：kikin-toi @kasen.or.jp

【助成事業者の皆様に、事務局からのお願い】

河川基金の名称・ロゴマークの表示

　河川基金の助成により実施された研究や活動は、各
種印刷物やイベント会場の看板などに「河川基金の助
成を受けている」旨とロゴマークの掲示を行うようお
願いします。

　河川基金ロゴマークは河川基金ホームページからダ
ウンロードできます。

【
学
校
部
門
】

　
「
水
」
と
深
く
関
わ
る
「
川
」
や

「
流
域
」
を
素
材
に
、環
境
、防
災
、

歴
史
・
文
化
な
ど
の
学
習
を
行
っ

て
ゆ
く
取
り
組
み
の
こ
と
を
「
河

川
教
育
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
、「
水
」
や
「
川
」
あ

る
い
は
「
流
域
」
を
学
習
素
材
と

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
感

性
や
理
性
を
様
々
な
面
か
ら
育
む

こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
学
校
部
門
」
で
は
、
こ
の
河
川

教
育
を
学
校
教
育
の
現
場
に
採
り

あ
げ
、
実
践
す
る
活
動
へ
支
援
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
河
川
教

育
の
目
標
に
「
子
ど
も
に
育
成
し

た
い
力
」
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
ま
し
て
、
69
件
を
採

択
し
ま
し
た
。

①
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
へ
の
助
成
で
は
、
豊
か
な

自
然
が
残
る
小
貝
川
と
そ
の
河
川

敷
で
四
季
を
通
し
た
体
験
活
動
を

行
う
ラ
・
フェ
リ
ー
チ
ェ
保
育
園
の

「
四
季
の
小
貝
川
保
育
園
４
」
な

ど
４
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

②
小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
等

　

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
等
に
対
す
る
助
成

で
は
、
教
科
学
習
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
に
お
け
る
河
川
教
育

の
実
践
と
研
究
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
65
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
事
業
の
中

か
ら
子
ど
も
の
発
達
段
階
や
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
河
川
教
育
の
取

り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

高
鍋
町
立
高
鍋
西
小
学
校
の
「
大

す
き
高
鍋
の
自
然
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、

３
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
使
っ
て
、
高
鍋
湿
原
の
自
然
を

調
べ
、地
域
の
河
川
の
自
然
を
守
っ

て
い
こ
う
と
す
る
心
情
と
態
度
を

育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
岐
阜
市
立
岐
阜
小
学
校
の「
長

良
川
学
習
」
で
は
、
歴
史
、
文
化
、

自
然
の
宝
庫
で
あ
る
長
良
川
と
自

ら
進
ん
で
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
己
を
高
め
よ
う
と
す
る
子
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
５
年
生

の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
核

に
、
地
域
に
根
差
し
た
長
良
川
の

鵜
飼
い
や
鮎
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
河
川
教
育
と
り
く
み

支
援
」
で
は
、
河
川
教
育
の
導
入

を
目
指
す
学
校
に
お
い
て
、「
先

進
校
の
視
察
」「
河
川
教
育
の
指

導
方
法
の
研
修
」「
水
辺
で
の
体

験
活
動
の
試
行
」
な
ど
河
川
教
育

に
取
り
組
む
た
め
の
準
備
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
15

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
２
０
１
９
年
度
に
新

た
に
助
成
採
択
さ
れ
た
研
究
や
活

動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
川
基

金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
採
択
一
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
助
成
事
業
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
幅
広
く
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
河
川
基
金
助
成

事
業
が
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
、

人
々
の
河
川
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

人
と
川
と
の
良
好
な
関
係
が
築
か

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

T O P I C S
2019 年度「河川基金」新規助成案件を採択決定しました

小学校５年理科「流れる水の働きと土地の変化」の試行の様子
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感
じ
取
れ
る
水
環
境
教
育
の
授
業

は
、
自
分
だ
け
気
を
付
け
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
「
繋
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
大
き
な
気
付
き

を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

長
期
の
活
動
が
意
欲
的
な
学
び
へ

　

筑
後
川
を
ま
る
ご
と
博
物
館
運

営
委
員
会
の
鍋
田
康
成
さ
ん
か
ら

は
、
久
留
米
大
学
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
今
年
で
19
年
目
を
数
え
る

市
民
公
開
講
座
の
紹
介
や
リ
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
子
ど
も
た
ち
の
環

境
体
験
学
習
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び

が
続
く
よ
う
に
と
連
続
講
座
を
開

催
し
、
長
い
目
で
見
守
る
こ
と
で

意
欲
的
な
学
び
へ
と
変
化
し
た
事

例
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

平
成
31
年
１
月
27
日
東
京
大
学

小
柴
ホ
ー
ル
に
て
、
川
づ
く
り
団

体
全
国
事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
河
川
基

金
助
成
事
業
を
完
了
し
た
川
づ
く

り
団
体
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た

６
団
体
よ
り
発
表
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
た
な
川
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
紹
介
い
た
だ
い
た
環
境
文
化
研

究
所
の
田
中
謙
次
さ
ん
か
ら
は
、

リ
バ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

社
会
実
験
と
し
て
、
河
川
敷
を
一ヶ

月
借
り
切
り
公
共
テ
ー
ブ
ル
「6P　

G
azebo

」
を
設
置
す
る
試
み
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
リ

バ
ー
サ
イ
ド
の
活
用
事
例
と
、
場
づ

く
り
人
づ
く
り
に
成
功
し
た
多
く

の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
新

た
な
川
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
川
づ
く
り

団
体
の
取
組

　

学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
るe-plus

生

涯
学
習
研
究
所
の
小
林
由
紀
子

さ
ん
か
ら
は
、
環
境
学
習
の
授
業

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
を
取
り
入

れ
た
授
業
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
目
線
か
ら

T O P I C S

平成 30 年度 川づくり団体全国事例発表会
- 活動の持続可能性や発展を目指して -

2回目となるポスターセッションを開催し、多くの川づくり団体の課題である「メンバーの高齢化」や「参加者集めの秘訣」
などについて情報交換がなされた（平成 30年度　川づくり団体全国事例発表会）

T O P I C S
2019 年度「河川基金」新規助成案件を採択決定しました

来賓挨拶
国土交通省	水管理・国土保全局	光成政和	河川環境課長
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1

2

平成 30 年度 川づくり団体全国事例発表会　優秀成果賞　一覧　（順不同、敬称略）

1優秀成果賞に選ばれた団体による口頭発表の様子
2平成 30年度	川づくり団体全国事例発表会	表彰式

所属機関名 代表者 助成事業名

特定非営利活動法人
はちろうプロジェクト

八郎湖および流入河川における体験型環境学習「八郎湖　水と生きものの学び」
の活動

日本河川・流域再生ネットワーク 水辺の「小さな自然再生」現地研修会による川づくり人材育成

次世代のためにがんばろ会 魅力的な水辺活用・地域活性化プログラム

特定非営利活動法人
暮らし・つながる森里川海　 馬入水辺の楽校及び地域の自然環境の保全と環境教育活動の推進

特定非営利活動法人
ｅ -ｐｌｕｓ生涯学習研究所 水環境学習の体系化　体験学習のための教材作り

一般社団法人環境文化研究所 川まち！おしゃれな水辺空間

Love	River	Net 信濃川・大河津分水における自立型川づくり事業キックオフプロジェクト

特定非営利活動法人
大淀川流域ネットワーク 宮崎における自然豊かな川づくりのための人材育成の充実

筑後川まるごと博物館運営委員会 筑後川をまるごと学ぶ人材育成活動

令和元年度「川づくり団体全国事例発表会」開
催のお知らせ

令和元年度 川づくり団体全国事例発表会
人々の河川や流域への理解を深め、川を
健全な姿へ変えるための活動などを行う
市民団体（川づくり団体）の助成事業の
成果発表等を行います。

開催日　令和 2 年 2 月 9 日（日）
場所　　東京大学　山上会館
参加費　無料

平成 30年度河川基金助成事業を終えた川づく
り団体部門発表会を開催予定です。是非多く
の皆さまにご参加いただき、活用していただ
ければと存じます。

平成 29年度に完了した河川基金助成研究のうち、優秀な成果を表彰するもの。
今年は 9名の受賞者が表彰されました。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

ま
た
、
今
年
で
２
回
目
と
な

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
ション
は
、
全
国

レ
ベ
ル
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

定
着
し
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
さ
ら
に
皆
様
の
活

動
の
輪
を
広
げ
る
お
手
伝
い
が

出
来
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
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西
福
祉
大
学 

金
沢
緑
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
全
国
レ
ベ

ル
の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
大

変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
交
流
会
か
ら
少
し
で
も
情
報

を
得
よ
う
と
、
積
極
的
に
質
問
を

さ
れ
る
熱
心
な
先
生
方
の
姿
が
印

象
的
な
発
表
会
で
し
た
。

　

後
日
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
先

生
方
か
ら
は
、
期
待
以
上
の
成
果

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
嬉
し
い
お
言
葉
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
多
く

の
皆
様
の
ご
来
場
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
１
月
26
日
、
平
成
最

後
の
発
表
会
「
平
成
30
年
度
河
川

教
育
研
究
交
流
会
」
が
東
京
大
学

小
柴
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
年
々
参
加
者
が
増
加
し
、
今

年
度
参
加
者
は
１
３
５
名
を
数

え
、
大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局 

主

任
視
学
官
の
清
原
洋
一
様
に
「
こ

れ
か
ら
の
河
川
教
育
の
展
開
」
と

題
し
て
ご
講
演
も
い
た
だ
き
、
学

習
指
導
要
領
改
訂
を
踏
ま
え
た
河

川
教
育
の
展
開
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
優
秀
成
果
表
彰
を
受
け

た
６
つ
の
団
体
さ
ん
か
ら
口
頭
発

表
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
保
育
園
・
幼
稚
園

か
ら
高
等
学
校
ま
で
様
々
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
か
ら
発
表
い
た
だ
き
、
子

ど
も
の
成
長
段
階
に
お
け
る
環
境

教
育
の
違
い
が
比
較
で
き
ま
し
た
。

成
長
段
階
に
応
じ
た
子
ど
も
た
ち

の
変
容
も
、
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
は
大
変
興
味
深
く
、
高
等

学
校
教
諭
か
ら
は
、
河
川
教
育
が

子
ど
も
達
の
進
路
に
も
影
響
を
与

え
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
幼
児
期
か
ら
児
童
期
そ
し

て
学
童
期
へ
と
環
境
教
育
の
連
携

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
関

T O P I C S

平成 30 年度 河川教育研究交流会
- 学校における河川教育と子供たちの変容 -

文部科学省　初等中等教育局　清原洋一主任視学官による講演「これからの河川教育の展開」

平成 30年度	河川教育研究交流会	表彰式
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1

2

平成 30 年度 河川教育研究交流会　優秀成果賞　一覧　（順不同、敬称略）

1優秀成果賞に選ばれた助成者を交えてのパネルディスカッションの様子
2優秀成果賞	表彰式の様子

所属機関名 助成事業名

広島市立中野東小学校 ザ・瀬野川プロジェクト

ラ・フェリーチェ保育園 四季の小貝川保育園 2

多摩市立連光寺小学校 川は自然の宝箱　～わたしたちと多摩川～

日の出町立平井小学校 平井川にすむ水生生物や野鳥の観察

学校法人ろりぽっぷ学園　ろりぽっぷ泉中央南園 身近な川との触れ合いの中でふるさとを大切にする心を育む

学校法人ろりぽっぷ学園　ろりぽっぷ幼稚園・保育園 川を身近に感じ、自然の神秘さを感じる事業

川崎市立上丸子小学校 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子多摩川カリキュラム」の推進

東北町立甲地小学校 甲地あおぞら水族館２０１７

仙台市立北中山小学校 ｢地域の自然とふれあおう ｣における体験活動の推進

邑楽町立中野東小学校 自然と人間　①足尾の今を見つめて　②渡良瀬遊水地の自然から

府中市立四谷小学校 総合的な学習の時間　3学年　多摩川名人になろう

熊本市立城南中学校 自然探求コース

学校法人	大阪初芝学園　はつしば学園小学校　 狭山池ダムを核とした学校と地域との絆プロジェクト

兵庫県立浜坂高等学校 岸田川河川調査

宇城市立海東小学校 ふるさとの川に学ぼう～川の恵みに気づき、伝える教育活動～

令和元年度 河川教育研究交流会

令和元年度 河川教育研究交流会
学校教育の現場において、河川・流域を通
じて防災や環境などを学習する「河川教育」
に取り組む幼稚園・保育園、小学校、中学校、
高等学校の助成事業の成果発表会を開催い
たします。

開催日　令和 2 年 2 月 8 日（土）
場所　　東京大学　山上会館
参加費　無料

平成 30年度河川基金助成事業を終えた学校部門
発表会を開催予定です。
是非多くの皆さまにご参加いただき、活用してい
ただければと存じます。

平成 29年度に完了した河川基金助成事業学校部門のうち、優秀な成果を表彰するもの。
今年は 15名の受賞者が表彰されました。
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河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

受
賞
し
た
研
究
の
概
要

　

陸
域
と
海
域
の
境
界
に
位
置
す
る
河

口
域
は
、陸
水
と
海
水
が
混
合
し
、更
に
、

上
流
域
の
人
為
的
改
変
に
よ
る
影
響
を

集
積
す
る
た
め
、
複
雑
な
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
汽
水
環
境
に
耐
え
得
る
特
有

な
種
が
生
息
す
る
場
で
あ
る
一
方
、
多
く

の
河
口
域
が
開
発
等
に
よ
り
改
変
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
で

は
、
河
口
域
の
生
態
系
と
生
息
場
の
物

理
環
境
及
び
河
道
の
構
造
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
、
河
川
改
修
の
際
に
配
慮
す
べ

き
事
項
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

河
口
域
で
実
施
し
た
貝
類
相
、
生
息

場
の
物
理
環
境
、
河
道
特
性
の
調
査
結

果
を
基
に
、
解
析
を
行
っ
た
結
果
、
生

物
相
や
物
理
環
境
が
、
河
川
、
波
浪
、

潮
汐
の
外
力
に
よ
り
類
型
化
さ
れ
、
類

型
毎
に
貝
類
相
に
影
響
を
及
ぼ
す
物
理

的
要
因
が
異
な
る
こ
と
、
貝
類
相
と
物

理
環
境
の
類
型
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

人
為
に
よ
る
環
境
改
変
を
抽
出
可
能
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
河
道
特
性
と
貝
類
相
の
関
係
か
ら
、

河
川
改
修
に
際
し
て
貝
類
相
保
全
の
た

め
に
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。

河
川
工
学
を
専
攻
し
た
理
由

　

私
の
出
身
地
は
、
千
葉
県
船
橋
市
の

郊
外
で
比
較
的
多
く
自
然
が
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
幼
少
期
に
は
谷
地
と

呼
ば
れ
る
湿
地
や
川
が
遊
び
場
で
し
た

が
、
私
が
小
学
校
高
学
年
の
頃
、
鉄
道

建
設
や
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な

場
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自

河川財団奨励賞受賞研究
-河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築-

平成 29 年度の「河川財団奨励賞」を受賞された東京工業大学　環境・社会理工学院　助教　
厳島 怜さんに、今回の受賞対象となった研究の概要や成果、河川基金への期待、今後の様々な
活動への抱負などをお聞きしました。（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けられた研究者
のうち、今後の活躍が期待される優秀な若手研究者を表彰するものです。）

東京工業大学（神奈川県）　環境・社会理工学院　助教　厳島 怜 さん

良好な汽水環境が残る長崎県加椎川

平成 29 年度

河川財団奨励賞

受賞
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東京工業大学　環境・社会理工学院　助教　厳島 怜先生の取組み

研
究
テ
ー
マ

　

源
流
か
ら
沿
岸
域
に
至
る
流
域
圏

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
水
災
害
、
河
川
生

態
系
、
河
川
地
形
に
関
す
る
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
極
力
限
定
し

た
テ
ー
マ
で
研
究
を
進
め
る
の
で
は
無

く
、
常
に
広
い
視
点
で
物
事
を
捉
え

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
現
在
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
は
、

河
川
汽
水
域
の
環
境
構
造
に
関
す
る

研
究
に
加
え
、
流
域
内
の
自
然
微
地

形
や
過
去
の
治
水
シ
ス
テ
ム
が
氾
濫

被
害
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
、

山
地
河
川
の
河
床
形
態
に
関
す
る
研

究
で
す
。
源
流
か
ら
河
口
域
を
対
象

に
、
環
境
及
び
防
災
に
関
す
る
研
究

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
幅

広
い
視
点
か
ら
流
域
圏
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
河
川
汽
水

域
の
環
境
保
全
に
関
す
る
研
究
は
、

欧
米
、
豪
州
、
南
ア
フ
リ
カ
と
比
較

し
て
日
本
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
陸
域
、

海
域
両
方
か
ら
の
影
響
が
あ
り
、
上

流
域
の
人
為
的
影
響
を
集
約
す
る
場

で
す
か
ら
、
現
象
は
複
雑
で
す
。
一
方

で
、
難
し
い
こ
そ
や
り
が
い
が
あ
る
分

野
で
す
。
研
究
者
間
の
繋
が
り
も
重

要
で
、
汽
水
域
の
生
態
系
を
長
年
研

究
さ
れ
て
き
た
九
州
大
学
の
鬼
倉
先

生
、
福
岡
工
業
大
学
の
乾
先
生
、
熊

本
大
学
の
小
山
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
た
こ
と
も
受
賞
に
繋
が
っ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

身
の
成
長
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
頃

遊
ん
だ
自
然
あ
ふ
れ
る
場
が
消
え
つ
つ

あ
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
覚
え
、
環
境

問
題
や
遊
び
場
で
あ
っ
た
川
に
関
す

る
分
野
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
ま
し

た
。
幼
少
か
ら
自
然
に
囲
ま
れ
た
環

境
に
お
り
、
よ
く
川
に
入
っ
て
遊
ん
で

い
た
の
で
、
河
川
工
学
は
一
番
身
近

な
分
野
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
土
交
通
省
か
ら
研
究
者
の
道
へ

　

大
学
４
年
生
の
頃
、
鹿
児
島
県
川

内
川
で
大
き
な
水
害
が
あ
り
、
私
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
地
で
復

旧
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

災
害
の
凄
惨
さ
や
自
然
の
力
強
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
、
防
災
の
重
要
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
環
境
だ
け
で

な
く
、
災
害
対
策
も
含
め
て
国
土
構

築
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
国
土
交

通
省
へ
就
職
し
ま
し
た
。
国
土
交
通

省
に
は
５
年
間
在
籍
し
、
現
場
で
の

治
水
事
業
に
関
す
る
業
務
、
本
省
で

河
川
計
画
の
策
定
に
関
す
る
業
務
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
自
分

の
中
で
は
河
川
の
環
境
問
題
や
水
害

の
発
生
要
因
等
、
現
象
解
明
へ
の
興

味
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
研
究
者
へ

の
道
へ
と
方
向
転
換
し
ま
し
た
。
ま

た
、
災
害
や
河
川
環
境
に
関
す
る
課

題
は
河
川
内
で
解
決
で
き
な
い
こ
と

も
多
く
、
流
域
を
対
象
と
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
よ
り
広
い
視
野
で
河

川
の
問
題
を
考
え
た
い
と
思
っ
た
の
も

研
究
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

研
究
内
容
が
実
際
の
現
場
に
ど
う
い

か
さ
れ
て
い
る
の
か
？

　

本
研
究
で
は
、
河
口
域
の
環
境
を

評
価
す
る
際
の
類
型
化
の
提
案
、
河

口
域
の
陸
域
の
生
息
場
構
造
と
河
道

特
性
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
成
果
の
一
部

は
現
場
に
適
用
可
能
な
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
河
道
改

修
技
術
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
は
、

河
川
水
中
の
環
境
評
価
や
、
提
案
し

た
改
修
方
法
が
維
持
管
理
や
治
水
の

観
点
で
問
題
が
な
い
か
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
事
例

の
蓄
積
も
重
要
で
す
。
研
究
で
得
ら

れ
た
知
見
に
基
づ
い
て
河
川
改
修
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
技
術
が

確
立
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
で

の
実
装
を
踏
ま
え
た
研
究
の
展
開
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
河
川
財
団
の
助
成
で
は
、
研
究

成
果
が
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
技
術

者
や
行
政
の
方
に
も
伝
わ
り
ま
す
の

で
、
実
装
に
近
く
づ
く
良
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
／
今
後
に
取
り
組

み
た
い
事

　

こ
れ
ま
で
、
河
川
環
境
や
水
災
害

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
現
場
で
研
究

を
実
施
し
て
お
り
、
独
立
し
た
テ
ー

マ
と
し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
自
然
環
境
と
人
間
社
会
が
調
和
し

た
国
土
」
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

河川財団奨励賞受賞研究
- 河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

源流から沿岸域に至る流域圏をフィールドに水災害、河川生態系、河川地形
に関する研究に取り組んでいます。現在は、3 つの研究テーマに重点的に取
り組んでいます。１つは、河川汽水域に関する研究で、人為的インパクトが
河川汽水域の環境構造及び生態系に及ぼす影響について研究しています。2
つ目は、流域内の自然微地形や過去の治水システムが氾濫被害に及ぼす影響
に関する研究で、久慈川流域を対象に現地調査や氾濫計算を行っています。3
つ目は、山地源頭部の河床形態に関する研究で、土砂生産領域における河道
特性について地形測量を行い基礎的な知見を集積しています。

河川財団奨励賞受賞研究
- 河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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河川財団奨励賞受賞研究
- 河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

若
手
研
究
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
一
若
手
研
究
者
と
し
て
感
じ
る
こ
と

は
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
研
究
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
短
い
時
間
で
、
よ
り
多
く
の
研

究
成
果
を
出
す
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
成
果

を
出
す
こ
と
以
上
に
、
興
味
あ
る
こ

環
境
と
防
災
を
流
域
圏
で
融
合
さ
せ

る
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
河
川
や
流
域
の
自

然
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
更
な
る
理

解
、
自
然
地
形
や
環
境
と
人
間
社
会

及
び
生
態
系
の
関
係
の
解
明
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
氾
濫
原
を
対
象
に
、
大
規

模
水
害
に
対
す
る
浸
水
リ
ス
ク
の
低

減
や
氾
濫
流
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的

と
し
、
過
去
に
構
築
さ
れ
た
治
水
シ

ス
テ
ム
の
解
明
、
自
然
微
地
形
と
集

落
発
達
の
関
係
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が

浸
水
プ
ロ
セ
ス
や
浸
水
リ
ス
ク
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
氾
濫
原
に
お
け
る
水

害
対
策
の
構
築
に
際
し
、
生
態
系
の

保
全
や
再
生
を
包
含
さ
せ
た
対
策
と

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
氾
濫
環
境
に
適
応
し
た

生
物
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

氾
濫
原
の
浸
水
頻
度
が
減
少
し
た
現

在
で
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
も

の
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
旧
河
道
や

後
背
湿
地
を
洪
水
の
貯
留
空
間
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
や
、
浸
水
許
容
の

治
水
対
策
を
行
う
こ
と
は
、
氾
濫
原

環
境
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
場
保

全
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
す
。
自
然

微
地
形
や
過
去
の
治
水
シ
ス
テ
ム
が

生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
明
し
、

水
害
抑
制
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
生

態
系
の
保
全
、
保
全
を
包
含
し
た
対

策
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

河川財団奨励賞受賞研究
- 河口域を対象とした環境保全・自然再生のための河川改修技術の構築 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

と
を
探
求
す
る
姿
勢
を
貫
く
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
研
究
者
に
な
っ
た

皆
さ
ん
は
、
研
究
対
象
と
な
る
も
の
、

或
い
は
、
研
究
す
る
と
い
う
行
為
が

好
き
で
研
究
者
と
い
う
道
を
選
ば
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
こ
に

強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
れ
ば
、
多
く
の

困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

川
や
そ
こ
に
棲
む
生
き
物
、
或
い
は

自
然
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
が
好
き
で

す
の
で
、
現
場
に
行
き
、
対
象
を
観

察
す
る
こ
と
を
最
も
重
視
し
て
い
ま

す
。
研
究
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
の

も
、
現
場
で
調
査
し
て
い
る
時
間
で

す
。

厳島 怜　Rei	ITSUKUSHIMA　

東京工業大学　環境・社会理工学院　助教

1984 年千葉県生まれ。自然環境と人間社会が調和した国土構築に貢献するため、源流
から沿岸域に至る流域圏をフィールドとし、水災害、河川地形、河川生態系に関する研
究を行っている。

【学歴】
2007 年九州大学工学部地球環境工学科卒業。2009 年九州大学大学院都市環境システム
工学専攻修了。2013 年博士（工学）。

【職歴】
2009 年　国土交通省にて治水事業の設計・施工、防災に関する海外プロジェクトの推進、
河川計画の策定に関する業務に従事
2014 年　九州大学　助教
2019 年より現職

【受賞】
2014 年　応用生態工学会最優秀ポスター発表賞
2017 年　河川財団河川基金研究優秀成果賞

【所属学会】
土木学会、応用生態工学会、日本地理学会

【主な執筆論文】
・ Itsukushima et al. (2019) Effects of sediment released from a check dam on sediment deposits 

and fish and macroinvertebrate communities in a small stream. (Water)
・ Itsukushima et al. (2019) Relationship between physical environmental factors and presence of 

molluscan species in medium and small river estuaries. (Estuarine, Coastal and Shelf Science)
・ Itsukushima (2018) Countermeasures against floods that exceed design levels based on 

topographical and historical analyses of the September 2015 Kinu River flooding. (Journal of 
Hydrology: Regional Studies)

・ Itsukushima (2018) Study of aquatic ecological regions using fish fauna and geographic 
archipelago factors. (Ecological Indicators)

・ Itsukushima et al. (2018) Investigating the Influence of Various Stormwater Runoff Control 
Facilities on Runoff Control Efficiency in a Small Catchment Area. (Sustainability)
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た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
当
時
、
一
般
市

民
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

な
ら
自
分
た
ち
で
一
か
ら
始
め
、
新
た
な

取
り
組
み
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

　

越
後
平
野
に
住
む
人
々
は
度
重
な
る

洪
水
被
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
人
々

は
江
戸
幕
府
へ
分
水
工
事
を
請
願
し
ま

し
た
が
、
工
事
の
規
模
や
予
算
か
ら
許

可
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
大
河
津
分
水
の
建

設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
人
力
で
の

掘
削
作
業
で
は
十
分
な
川
幅
が
確
保
で

き
ず
、
工
事
は
中
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
矢
先
に
越
後
平
野
を
壊
滅
さ

せ
た
横
田
切
れ
と
い
う
大
水
害
が
発
生
。

再
び
大
河
津
分
水
の
必
要
性
が
提
唱
さ

れ
、
大
正
時
代
に
は
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス

か
ら
輸
入
し
た
大
型
機
械
を
駆
使
し
、

延
１
０
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
人
々
が
従

事
し
、
つ
い
に
１
９
２
２
年
に
通
水
し
ま

大河津分水を人々へ広める - 川に親しむ、川や地域に関心を持つ -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

大
河
津
分
水
を
人
々
へ
広
め
る

-

川
に
親
し
む
、
川
や
地
域
に
関
心
を
持
つ-

Ｌ
о
ｖ
ｅ 

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
（
新
潟
県
）

代
表　

樋
口 

勲 

さ
ん

信濃川大河津資料館内でのイベント	（おいらん衣装展示・体験）

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

大
河
津
分
水
を
人
々
へ
広
め
る

　

大
河
津
分
水
を
主
な
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ

は
、
２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ

ｉ
ｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の
代
表
で
あ
る
樋
口

勲
さ
ん
が
信
濃
川
大
河
津
資
料
館
に

勤
務
し
、
大
河
津
分
水
の
歴
史
や
仕

組
み
に
触
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

あ
る
時
、
新
潟
駅
前
で
街
頭
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
、
大
河
津
分
水
の

名
前
は
知
っ
て
い
る
が
、ど
こ
に
あ
り
、

ど
ん
な
役
割
が
あ
る
か
等
、
そ
の
中

身
を
知
ら
な
い
方
が
非
常
に
多
い
こ

と
に
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。
大
河

津
分
水
は
、
歴
史
も
あ
り
先
駆
者
の

苦
労
に
よ
り
作
ら
れ
た
郷
土
の
宝
も

の
。
新
潟
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
程
で
す
。
そ

の
恩
恵
も
非
常
に
大
き
く
、
現
在
の

私
た
ち
の
生
活
も
支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
是
非
多
く
の
人
々
へ
伝
え
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大河津分水を人々へ広める - 川に親しむ、川や地域に関心を持つ -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

う
べ
く
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
分
水

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
、
地
域
行
政
と
連
携

し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
催
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の
主
な
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ズ
ベ
遊
び
ミ
ズ
ベ
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　

気
軽
に
水
辺
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
水
辺
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

企
画
し
、
火
起
こ
し
体
験
や
巻
き
割
り

体
験
を
は
じ
め
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

飛
ば
し
や
星
空
観
察
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
て
大
河
津
分
水
へ
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
方
々
が
参
加
者
の
25
％
も
お

ら
れ
、
良
い
き
っ
か
け
作
り
に
な
り
ま
し

た
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
地
元
燕
市
か
ら
紹
介

さ
れ
た
地
元
の
ア
ウ
ト
ド
ア
企
業
か
ら
協

力
し
て
頂
け
た
の
も
成
功
し
た
要
因
の
一

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
河
津
分
水
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
５
回
目
を
数
え
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
と
つ
ば

め
若
者
会
議
が
一
緒
に
企
画
・
運
営
す

る
大
河
津
分
水
感
謝
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
新

潟
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
ティ
ー
の
遠
藤
麻
理
さ
ん

と
さ
と
ち
ん
さ
ん
が
出
演
す
る
「
み
ず
べ

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
の
ほ
か
、
竹
水
鉄
砲
、

凧
づ
く
り
、
水
辺
の
生
き
物
探
検
隊
、

Ｅ
ボ
ー
ト
で
の
水
上
大
河
津
分
水
観
察

会
等
、
水
に
親
し
む
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
４
０
０
人

を
超
え
る
来
場
者
の
ほ
と
ん
ど
が
リ
ピ
ー

タ
ー
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た
。

ラ
ブ
リ
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク

　

２
週
間
限
定
の
大
河
津
分
水
カ
フェ
を

は
じ
め
、
大
河
津
分
水
が
描
か
れ
た
特

性
ク
ッ
キ
ー
の
試
食
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ

ア
し
な
が
ら
進
む
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
実

施
。
一
昨
年
は
の
べ
３
９
１
名
の
参
加
者

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
ば
め
若
者
会
議

　

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
を
増
や
し
た
い

と
感
じ
て
い
た
と
き
に
、
燕
市
の
つ
ば
め

若
者
会
議
へ
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
ば
め
若
者
会
議
で
は
、
燕
市
を
楽
し

く
し
た
い
と
思
い
、
ま
ち
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
、
大
切
な
こ
と
を
創
造
し
、
主

体
的
に
動
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た

若
者
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
燕
市

へ
の
思
い
が
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
若
く
な
く

て
も
、
市
外
在
住
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

若
者
会
議
で
は
幾
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
、
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の

大
き
な
活
動
の
柱
で
あ
る
「
大
河
津
分

水
サ
ン
ク
ス
フェ
ス
タ
」
開
催
に
も
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
つ
ば
め
若
者
会
議
に
は
実
に
様
々

な
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
情
報
交
流

は
勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し

な
が
ら
、
若
者
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

れ
る
こ
の
制
度
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の
何
人
か

の
メ
ン
バ
ー
も
、
こ
の
つ
ば
め
若
者
会
議

し
た
。
そ
の
後
も
堰
が
陥
没
す
る
な
ど

の
危
機
を
青
山
士
や
宮
本
武
之
輔
と
い
っ

た
日
本
を
代
表
す
る
土
木
技
術
者
の
活

躍
で
乗
り
越
え
て
、
今
日
の
大
河
津
分

水
が
あ
り
ま
す
。

　

大
河
津
分
水
は
、
信
濃
川
の
水
を
分

け
る
人
工
の
川
で
、
洗
堰
と
可
動
堰
の
２

つ
の
堰
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
洪
水
は
大

河
津
分
水
か
ら
日
本
海
へ
流
し
、
下
流

域
が
必
要
な
水
だ
け
を
信
濃
川
へ
流
し

て
、
越
後
平
野
を
水
害
か
ら
守
る
と
と

も
に
、
越
後
平
野
を
潤
す
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

大
河
津
分
水
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
ず
、

水
害
が
激
減
し
、
米
の
収
穫
量
は
三
倍

と
な
り
「
米
ど
こ
ろ
新
潟
」
が
誕
生
し

た
ば
か
り
か
、
か
つ
て
の
水
害
常
襲
地
帯

に
は
上
越
新
幹
線
や
北
陸
自
動
車
道
が

縦
貫
し
、
世
界
有
数
の
洋
食
器
の
産
地

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
大
河
津
分
水
は
国
定
公
園
の

一
部
に
も
な
っ
て
お
り
、
水
辺
の
公
園
、

資
料
館
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
を
活
動
場
所
と
出
来
る
こ
と

は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 
Ｎ
ｅ
ｔ
の

活
動
の
ね
ら
い
は
、
川
に
親
し
む
、
川
や

地
域
に
関
心
を
持
つ
、
そ
し
て
大
河
津

分
水
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
、
大
河
津
分
水
を
発
信
し

て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
大
勢
つ
く
り
た
い
と

い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

大
河
津
分
水
も
２
０
２
２
年
に
は
通

水
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
通

水
１
０
０
年
を
地
域
の
様
々
な
人
々
と
祝

大河津分水や信濃川などの川を通じて、人々が川に親しむ機会を提供すると
ともに、川が作り上げた郷土の素晴らしさや大切さに気付く事業を展開し、
もって、次代を担う人材を育成することを目的とし、活動を展開しています。
活動自体は、楽しく、緩く、長く、がモットーなので、アイデアが生まれれ
ば基本的に実行し、イベントだけでなく、Love River カレンダー、堰クッキー、
大河津分水タオル、洗堰・可動堰パズル、横田切れカレーなどの関連グッズ
等を実現してきました。今後は、子ども達や地域の方々が大河津分水を通じ
た活動を展開してくれるようサポート役も目指しています。

Love River Net における取り組み

青山士の言葉が刻まれた石碑でミッションにチャレンジ
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が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　

聞
け
ば
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉ
ｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ

ｔ
の
支
援
の
外
に
も
日
本
に
来
た
留

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
進
ん
で
行
わ
れ
て

お
ら
れ
る
と
か
。
地
元
を
良
く
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉ
ｖ

ｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
を
支
援
し
、
地
域
貢
献
し

て
い
る
企
業
と
い
う
、
ま
さ
に
理
想
の

形
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。】

今
後
の
活
動

　

当
面
の
目
標
は
２
０
２
２
年
に
迎

え
る
通
水
１
０
０
年
に
多
く
の
方
々

か
ら
大
河
津
分
水
を
祝
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。
先
人
た
ち
の
思
い
を
繋

ぎ
、
こ
の
宝
物
を
ど
う
後
世
へ
引
き

継
い
で
い
け
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
河
津

（写真左）
樋口 勲　Isao	HIGUCHI

Love River Net 代表

新潟県十日町市出身。
大学卒業後建設コンサルタント会社入社。
平成 13 年 11 月信濃川大河津資料館勤務。
平成 23 年 4 月より長岡震災アーカイブセン
ターきおくみらい勤務。
平成 24 年 11 月より建設コンサルタント会社
勤務。
平成 26 年 11 月に Love River Net 立ち上げ。

信濃川大河津資料館勤務時代に川の素晴らし
さに気づかされる。
以後、任意団体 Love River Net の活動等を通
じて、水辺の生きもの観察会や川下り、川で
ものづくり、水辺コンサートなど、水辺イベ
ントを多数企画。川巡りツアー、川の講演会、
防災講座など講師多数。好きな言葉は「万象
に天意を覚る者は幸いなり」。

が
素
晴
ら
し
い
活
動
を
展
開
し
続
け

て
い
る
理
由
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
は
今
年
の
川
づ
く
り
団
体

全
国
事
例
発
表
会
で
も
高
く
評
価
さ

れ
、
優
秀
成
果
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

Ｌ
о
ｖ
ｅ 

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の
支
援

を
続
け
る
大
谷
内
さ
ん
に
そ
の
理
由

を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
今
ま
で
行
っ
て
い
る
生

物
関
係
の
調
査
も
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉ
ｖｅ

ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
の
活
動
も
関
連
性
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
お
子
さ
ん
た
ち
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
、
共
に
川
に
親
し
ん
で

い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
役
立
て
て
い
る
こ
と
が

一
番
で
す
が
、
不
思
議
と
業
務
へ
も
繋

が
縁
で
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
エ
コ
ロ
ジ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

の
サ
ポ
ー
ト

　

Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉ
ｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
を
立

ち
上
げ
る
以
前
、
縁
あ
っ
て
信
濃
川

大
河
津
資
料
館
勤
務
か
ら
、
中
越
地

震
の
教
訓
を
伝
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た

「
き
お
く
み
ら
い
（
正
式
名
称
は
長

岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
）」
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
の
教
訓

を
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
興
味
深
い

も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

川
が
恋
し
く
な
り
、
将
来
を
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
株
式
会
社
エ
コ
ロ
ジ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
の
大
谷
内
社
長
か
ら
オ

フ
ァ
ー
を
受
け
た
の
で
す
。
大
谷
内
社

長
は
覚
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
私
は
大
河
津
分
水
に
携
わ
る
活

動
を
し
た
い
の
で
、
そ
れ
を
続
け
て
も

よ
い
な
ら
行
き
ま
す
」
と
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　

転
職
し
た
頃
の
仕
事
は
環
境
調
査

が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
徐
々
に
大
河
津

分
水
に
関
連
す
る
業
務
が
増
え
、
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
大
河
津
分
水
の
魅
力

を
人
々
へ
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

【
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ
を
現
在

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
株
式
会
社

エ
コ
ロ
ジ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
で
す
。
会
社

の
仕
事
の
傍
ら
、
様
々
な
活
動
を
精

力
的
に
行
え
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
こ
と
で
Ｌ
о
ｖｅ 

Ｒ
ｉｖｅ
ｒ 

Ｎ
ｅ
ｔ

分
水
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

実
施
や
そ
の
定
着
に
着
手
し
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
未
来
の
担
い

手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
大
河
津
分

水
を
学
習
し
て
も
ら
い
、
ゆ
く
ゆ
く

は
全
国
の
放
水
路
・
分
水
路
を
学
習

す
る
小
学
生
同
士
の
意
見
交
換
を
行

う
「
子
ど
も
分
水
サ
ミ
ッ
ト
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
の
展
開
に
は
地
域
の
協
働
が
不
可

欠
で
、
様
々
な
地
域
団
体
の
方
々
と

の
意
見
交
換
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
つ
ば
め
若
者
会
議
の

メ
ン
バ
ー
や
大
河
津
分
水
の
管
理
者
で

あ
る
信
濃
川
河
川
事
務
所
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

大河津分水を人々へ広める - 川に親しむ、川や地域に関心を持つ -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真右）
大谷内忠夫　Tadao	OOYACHI

株式会社エコロジーサイエンス
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大河津分水を人々へ広める - 川に親しむ、川や地域に関心を持つ -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災

直
後
の
河
川
基
金
の
緊
急
助
成
事
業
「
子

ど
も
た
ち
を
勇
気
づ
け
る
緊
急
助
成
」
の

情
報
に
つ
い
て
菅
原
さ
ん
を
通
し
て
知
り

助
成
申
請
を
行
っ
た
結
果
、
学
校
に
は
津

波
災
害
か
ら
避
難
転
校
し
て
き
た
児
童
も

在
校
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規
採
択

さ
れ
活
動
資
金
の
手
当
て
が
出
来
た
こ
と

も
活
動
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
は
、
そ
の
後
、
河
川
基
金

の
助
成
制
度
を
継
続
活
用
し
、
七
北
田

川
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
た
体
験
学
習
が
現

在
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

川
学
習
を
通
し
た
教
育
効
果
を
実
感

　

七
北
田
川
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
た
の
学

習
活
動
は
、
主
に
３
年
生
が
総
合
的
な
学

先
生
と
川
の
指
導
者
の
出
会
い
か
ら

　

仙
台
市
立
北
中
山
小
学
校
の
七
北
田

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
学
習
活
動
は
、

東
日
本
大
震
災
直
後
の
平
成
23
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
教
務
主
任
だ
っ
た
佐
野
先
生

が
、
校
区
内
を
流
れ
る
七
北
田
川
で
の

学
習
活
動
を
模
索
し
て
い
る
と
き
に
、
仙

台
市
の
泉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

で
主
に
広
瀬
川
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

Ｎ
Ｐ
О
法
人
川
に
学
ぶ
体
験
活
動
協
議
会

（
通
称
：
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
の
川
の
指
導
者
で
も

あ
る
カ
ワ
ラ
バ
ン
の
菅
原
さ
ん
と
の
出
会
い

に
よ
り
、
七
北
田
川
で
の
体
験
を
通
し
た

学
習
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

七
北
田
川
を
活
用
す
る
学
習
は
校
外

活
動
で
あ
り
、
活
動
資
金
の
確
保
も
課
題

「
地
域
の
川『
七
北
田
川
』を
知
ろ
う
」

で
深
い
学
び
を
実
現

I N T E R V I E W

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

仙
台
市
立
北
中
山
小
学
校
（
宮
城
県
）

　

教
諭　

木
村 

千
春 

さ
ん　
　
　
　

教
諭　

今
野 

友
明 

さ
ん

カ
ワ
ラ
バ
ン
（
宮
城
県
）　
　

代
表　

菅
原 

正
徳 

さ
ん

学校近くの七北田川（万人淵）での体験学習の様子
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習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
に
な
る
と
社
会
科
の
地
域
学
習

で
、
市
町
村
を
対
象
と
し
た
学
習
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
新
興
住
宅
地
に
立
地
し
て

い
る
北
中
山
小
学
校
で
は
、
児
童
に
も
分

か
り
や
す
く
実
感
し
や
す
い
身
近
に
存
在

す
る
七
北
田
川
を
学
習
対
象
と
し
た
こ
と

が
特
質
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
３
年
生
を
担
任
す
る
木

村
先
生
に
よ
れ
ば
、
身
近
な
七
北
田
川
に

は
、
水
の
流
れ
、
水
質
、
河
原
の
石
、
多

様
な
生
き
物
、
上
流
や
下
流
と
の
つ
な
が

り
、
水
の
利
用
、
地
域
の
農
業
や
暮
ら
し

と
の
関
わ
り
な
ど
、
多
様
で
魅
力
あ
る
学

習
素
材
が
あ
り
、
児
童
の
興
味
・
関
心
が

高
ま
る
題
材
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
実
感
し
て
い
ま
す
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
児
童
一
人
一
人
が
夏
前
か

ら
七
北
田
川
で
の
学
習
テ
ー
マ
を
定
め
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
主
に

菅
原
さ
ん
に
外
部
講
師
（
専
門
家
と
し
て
）

を
お
願
い
し
、
学
校
近
く
の
万
人
淵
（
広

瀬
河
原
）
で
の
生
き
物
調
査
等
の
体
験
学

習
か
ら
始
め
、上
流
の
泉
ヶ
岳
ヒ
ザ
川
（
源

流
部
の
沢
）、
河
口
近
く
の
蒲
生
干
潟
で

の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
新
た
な
発
見
や

驚
き
な
ど
の
感
動
、
そ
こ
か
ら
自
ら
自
分

で
決
め
た
テ
ー
マ
や
疑
問
等
に
つ
い
て
図

鑑
な
ど
を
使
っ
た
調
べ
学
習
へ
と
学
習
意
欲

（
や
る
気
）
が
、
１
年
間
を
通
し
て
徐
々

に
高
ま
っ
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

学
年
末
に
は
、
共
通
の
テ
ー
マ
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
を
招
い
て
、
１
年
間
の
学
習
の
成

果
を
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
２
月
27
日
（
水
）
に
行
わ
れ

た
発
表
会
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
年
生
全
員
（
３
つ
の
組
の
児
童
約

１
０
０
人
）
が
30
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
前
半
の
部
と
後
半
の
部
に
分
か
れ
、

保
護
者
や
他
の
児
童
に
向
け
て
ポ
ス
タ
ー
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
模
型
、

疑
似
体
験
で
き
る
セ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使
し

て
、
３
年
生
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い

発
表
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
３
年
生
を
担
任
し
、
30

年
度
に
４
年
生
の
担
任
と
な
っ
た
今
野
先

生
か
ら
は
、
４
年
生
に
な
り
社
会
科
や
理

科
の
中
で
水
や
生
き
物
等
に
関
連
す
る
単

元
を
学
習
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
３
年
生
で

の
七
北
田
川
の
体
験
学
習
に
結
び
付
け
、

関
連
付
け
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
理
解
が

早
く
学
習
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
年
生
で
の
学
習
発
表
会
の

様
子
を
見
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

質
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
こ

と
と
、
人
の
話
を
よ
く
聞
く
態
度
が
身
に

つ
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
定
着

　

北
中
山
小
学
校
で
は
、
七
北
田
川
を

フィ
ー
ル
ド
と
し
た
体
験
学
習
が
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
23
年
度
当
時
を
知
る
先
生
は
、

平
成
30
年
度
現
在
一
人
も
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
習
活
動
は
そ
の
後

も
毎
年
度
継
続
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
を
担
当
す
る
先
生
や
学
校
長

は
、
何
人
か
交
替
し
て
い
ま
す
が
、
木
村

先
生
や
今
野
先
生
に
よ
れ
ば
、
七
北
田
川

を
フィ
ー
ル
ド
と
し
た
３
年
生
を
主
体
と
し

た
体
験
学
習
は
、
児
童
の
学
習
意
欲
の
向

上
に
つ
な
が
り
教
育
効
果
も
大
き
い
と
し

て
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
、
保
護
者
に
も

認
識
さ
れ
、
活
動
時
の
協
力
支
援
も
し
て

も
ら
え
る
環
境
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
学
校
の
教
育
計
画
の
中
に
し
っ
か
り

と
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

児
童
数
が
多
い
た
め
、
１
回
の
体
験
活

動
で
豊
か
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
学
習
活
動
の
充
実
を
図
れ

る
よ
う
用
具
や
備
品
等
を
そ
ろ
え
る
た
め

仙台市立北中山小学校への取組

「地域の川『七北田川』を知ろう」で深い学びを実現

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

　校区内を流れる七北田川をフィールドとした体験学習は、東日本大
震災直後の平成 23 年度から３年生を主体として、総合的な学習の時
間を活用しこれまで毎年度継続してきている。
　活動の概要は、学校直下の中流（万人淵）の生き物や水質の調査等、
さらに上流（源流のヒザ川）と下流（蒲生干潟）の現地での体験学習
を通しての１年間の学習活動をまとめ、保護者や地域住民等を対象と
した発表会を行っている。

「地域の川『七北田川』を知ろう」で深い学びを実現

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

七北田川の模型（上・中・下流）を使った川の生物の発表
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「地域の川『七北田川』を知ろう」で深い学びを実現

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

万
人
淵
）
と
発
表
会
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
学
校
か
ら
万
人
淵
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
の
徒
歩
移
動
を
考
え
る
と
、

往
路
は
下
り
坂
で
15
〜
20
分
程
度
、
復
路

は
上
り
坂
で
25
〜
30
分
と
、
ア
ク
セ
ス
に

か
な
り
ハ
ー
ド
な
地
理
的
・
地
形
的
な
条

件
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
条
件
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
現
場
に
隣
接
す
る

砕
石
事
業
者
の
ト
イ
レ
等
の
利
便
施
設
の

全
面
的
な
協
力
、
先
生
方
の
熱
意
、
カ
ワ

ラ
バ
ン
の
菅
原
さ
ん
と
の
強
固
な
連
携
関

係
が
感
じ
ら
れ
、
七
北
田
川
を
フィ
ー
ル

ド
や
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
学
習
が
今
後
も

継
続
・
実
践
さ
れ
て
い
く
と
強
く
感
じ
ら

れ
、
印
象
に
残
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て

　

北
中
山
小
学
校
は
、七
北
田
川
を
フィ
ー

ル
ド
と
し
た
体
験
学
習
活
動
を
平
成
23

年
度
か
ら
継
続
実
施
し
、
学
校
教
育
活
動

の
主
要
な
取
組
み
と
し
て
定
着
し
、
地
域

や
保
護
者
か
ら
も
３
年
生
に
な
っ
た
ら
体

験
学
習
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
認
知
さ

れ
て
い
る
地
域
環
境
と
と
も
に
、
教
育
効

果
も
大
き
い
と
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、

平
成
30
年
度
に
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
高
山

校
長
を
は
じ
め
取
材
し
た
二
人
の
先
生
方

か
ら
は
今
後
と
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
今
後
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
学
習
活

動
の
内
容
か
ら
国
語
、
社
会
、
理
科
な
ど

の
教
科
と
の
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
も
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
過
去
に
も
実
施
し
た
経
験
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
３
年
生
だ
け
の
一
学

年
の
み
で
実
施
し
て
い
る
体
験
学
習
を
複

数
学
年
で
体
系
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
き
た
い
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
北
田
川
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
た
体
験

学
習
を
継
続
実
践
し
て
い
る
北
中
山
小
学

校
を
訪
問
し
、
活
動
現
場
（
七
北
田
川
の

に
河
川
基
金
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
交

通
費
や
指
導
謝
金
等
の
活
動
資
金
に
つ
い

て
も
河
川
基
金
の
助
成
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
等
か
ら
の
新
た
な
負
担

等
を
お
願
い
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
か
ら
、

河
川
基
金
の
助
成
制
度
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
し
て
先
生
が
交
替
し
て
も
、

必
ず
引
き
継
が
さ
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

外
部
講
師
と
学
校
現
場
の
信
頼
関
係
の

構
築

　

毎
年
度
継
続
し
て
外
部
講
師
を
お
願
い

し
て
い
る
菅
原
さ
ん
は
、
仙
台
市
を
中
心

に
多
く
の
小
学
校
や
幼
稚
園
等
で
、
川
を

利
活
用
し
た
体
験
学
習
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
川
の
生
き
物
の
専
門
家
で
あ
る

と
と
も
に
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
川
の
指
導
者
と
し

て
安
全
対
策
に
関
す
る
知
識
と
ス
キ
ル
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
現
場
の
先

生
方
の
信
頼
も
厚
く
継
続
し
た
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
市
民
団
体
等
で

川
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
必

要
な
知
識
と
安
全
対
策
等
の
ス
キ
ル
を
有

す
る
川
の
指
導
者
と
学
校
現
場
が
連
携

す
る
取
組
み
が
全
国
各
地
の
河
川
に
広
が

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
川
に
学
ぶ
社
会
」

の
再
構
築
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

「地域の川『七北田川』を知ろう」で深い学びを実現

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真右）
木村 千春　Chiharu	KIMURA
仙台市立北中山小学校　教諭
平成 30 年度 3 年生担当教諭

（写真中）
今野 友明　Tomoaki	KONNO
仙台市立北中山小学校　教諭
平成 29 年度 3 年生担当教諭

（写真左）
菅原　正徳　Masanori	SUGAWARA
カワラバン　代表
平成 23 年度から外部講師を継続

児童が作成した「七北田川パンフレット」
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河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

河
川
基
金
応
募
の
経
緯

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
で
教
え
始

め
て
14
年
経
つ
の
で
す
が
、
河
川
基
金
助

成
は
そ
の
数
年
後
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
に
母
校
で
あ
る
高
知
高

専
で
教
え
る
た
め
高
知
へ
戻
っ
た
年
に
、

四
万
十
川
で
大
規
模
な
出
水
が
あ
り
浸

水
被
害
な
ど
色
々
調
査
を
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
や
ス
マ

ホ
な
ど
な
か
っ
た
時
代
で
、
水
位
の
情
報

が
あ
れ
ば
早
く
避
難
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
ど
う
に
か
水
位
情

報
を
住
民
の
方
々
に
伝
え
ら
れ
な
い
か
を

考
え
、
水
位
情
報
を
ラ
ジ
オ
で
聞
く
こ
と

の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
水
位
デ
ー
タ
を
音

声
に
変
え
、
ミ
ニ
Ｆ
М
と
特
定
小
電
力

無
線
を
組
み
合
わ
せ
た
自
作
の
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
で
流
し
ま
し
た
。
被
災
し
た

地
域
の
住
民
に
は
大
変
好
評
で
、
そ
れ

が
最
初
に
基
金
助
成
を
い
た
だ
い
た
テ
ー

マ
で
す
。

　

河
川
基
金
の
よ
う
に
地
域
の
テ
ー
マ

で
応
募
で
き
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。
こ
の
助
成
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、
地

域
で
困
っ
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
河
川
基
金
に
は
当
初
は
何
回

か
落
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
応
募
し
続

け
た
ら
、
い
つ
か
ら
か
助
成
を
い
た
だ
け

現場の問題解決が研究への原動力
- アユ産卵場の形成 -

高知工業高等専門学校（高知県）　准教授　岡田将治 さん

自作水中採水器の試験計測前の準備状況（高知県永瀬ダム）

現場の問題解決が研究への原動力 - アユ産卵場の形成 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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現場の問題解決が研究への原動力 - アユ産卵場の形成 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

る
ス
ケ
ー
ル
の
流
れ
の
計
算
が
で
き
ま
せ

ん
。
ド
ロ
ー
ン
が
出
て
き
て
、
四
万
十
川

で
使
っ
た
ら
か
な
り
細
か
い
地
形
デ
ー
タ

が
取
れ
ま
し
た
。
そ
の
デ
ー
タ
を
使
い
流

れ
の
計
算
を
行
っ
た
ら
、
ア
ユ
の
産
卵
場

が
ど
う
い
う
条
件
の
場
所
に
で
き
や
す
い

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

産
卵
場
は
河
床
が
や
わ
ら
か
い
瀬
に
で

き
ま
す
。た
だ
今
ま
で
は
専
門
家
の
方
が
、

産
卵
場
が
で
き
る
場
所
を
抽
象
的
な
表

現
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
も

表
現
の
仕
方
が
違
い
ま
す
し
、
計
算
に
よ

り
数
値
化
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
説
明

で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
初

の
目
標
で
、
数
年
測
っ
て
い
く
中
で
、
産

卵
場
の
で
き
る
場
所
が
計
算
上
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
の
営
力

を
使
っ
て
ア
ユ
の
産
卵
場
を
ど
う
作
れ
ば

い
い
の
か
、
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
先
を
見
越

し
た
河
川
改
修
、
河
川
整
備
が
で
き
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

研
究
者
を
志
し
た
経
緯

　

高
専
の
５
年
時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
研

究
室
に
所
属
し
、
担
当
教
員
の
母
校
で

あ
る
広
島
大
学
を
紹
介
さ
れ
、
２
年
生

に
編
入
し
ま
し
た
。
大
学
３
年
生
の
時
、

た
ま
た
ま
今
の
恩
師
の
紹
介
で
、
現
在

の
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
河
川
研

究
室
に
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
が
決
ま
り
、
つ

く
ば
で
水
理
実
験
漬
け
の
夏
休
み
を
過

ご
し
ま
し
た
。
河
川
分
野
で
著
名
な
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
し
た
中
で
過
ご
し
た

１
ヵ
月
半
が
楽
し
く
て
…
。

即
戦
力
の
人
材
育
成
を
目
指
す

　

高
専
の
学
生
に
い
つ
も
言
っ
て
い
る
こ

と
は
、
研
究
室
を
選
ぶ
と
き
、
専
門
に

と
ら
わ
れ
ず
自
分
が
成
長
で
き
る
と
思

う
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
き
な
さ
い
と
。
１

年
そ
こ
ら
勉
強
し
て
も
全
て
を
理
解
す
る

の
は
難
し
い
、
だ
っ
た
ら
自
分
の
能
力
を

伸
ば
し
て
く
れ
る
先
生
の
と
こ
ろ
に
と
い

う
の
が
私
の
思
い
で
す
。

　

毎
年
、
研
究
室
の
配
属
先
を
決
め
る

説
明
会
で
は
、
普
通
は
教
員
が
説
明
し

ま
す
が
、
私
は
学
生
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

研
究
の
特
徴
、
指
導
方
針
、
私
た
ち
の

研
究
室
が
大
学
等
の
研
究
機
関
、
国
土

交
通
省
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
一
緒

に
ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
か
、
そ
の
研

究
が
い
か
に
大
変
で
や
り
甲
斐
が
あ
っ
て

自
身
が
成
長
で
き
る
か
、
や
る
気
が
あ
っ

た
ら
う
ち
の
研
究
室
に
来
な
さ
い
と
説

明
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
教
室
内
が

ざ
わ
つ
く
そ
う
で
す
（
笑
）

　

卒
業
後
、
多
く
の
学
生
が
国
土
交
通

省
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
河
川
部
門

に
就
職
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
現

場
で
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
人
で

も
即
戦
力
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
、

基
金
助
成
の
優
秀
成
果
賞
も
５
回
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
ア
ユ
の
産
卵
場
」
を
サ
イ
エ
ン
ス
で
解
明

　

平
成
18
年
か
ら
四
万
十
川
の
リ
バ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
お
り
、
流
域
の
学

識
者
会
議
の
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
近
年

縮
小
し
て
い
る
ア
ユ
の
瀬
を
創
出
で
き
る

か
と
い
う
議
題
が
必
ず
あ
が
っ
て
い
た
の

で
、
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

　

河
川
事
務
所
で
は
様
々
な
業
務
で
か
な

り
の
予
算
と
労
力
を
か
け
て
、
河
川
の
あ

ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
が
現
場
の
課
題
の
解

決
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
結
び
付

け
ら
れ
れ
ば
も
っ
と
色
々
な
こ
と
が
で
き

る
の
に
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
形
デ
ー
タ
が
少
な
い
の
が
問

題
で
し
た
。
河
川
事
務
所
で
は
河
川
の

横
断
面
形
状
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ピ
ッ
チ

で
測
量
・
管
理
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
す
と
、
瀬
が
ど
こ
に
ど
の
程
度
の

大
き
さ
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
を
解
決
し
た
の
が
ド
ロ
ー
ン

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
レ
ー
ザ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ

ラ
ー
で
飛
行
機
か
ら
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
が
、
お
金
も
か
か
る
た
め
大
き

な
河
川
で
す
ら
10
年
に
１
回
程
度
で
す
。

細
か
い
地
形
デ
ー
タ
が
な
い
と
対
象
と
す

　国土交通省四国地方整備局のリバーカウンセラー（仁淀川、物部川、
四万十川）を務め、水害の専門家としても活躍。今年度助成では「高知県
四万十市を対象とした平成 30 年西日本豪雨災害時 における住民の防災情
報の理解と活用に関する調査および災害リスクコミュニケーションの実践」
ということで、西日本豪雨災害の教訓を活かした取組を行う。
　岡田研究室の椅子に背もたれなんてありません。会議は立って、すみや
かに、これが岡田研究室のスタイル。

高知工業高等専門学校　准教授　岡田将治先生の取組み
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災
害
に
対
す
る
意
識
の
変
化

　

先
日
も
四
万
十
市
の
高
校
で
災
害

に
関
す
る
講
演
を
す
る
機
会
が
あ
り
、

数
年
前
だ
と
南
海
地
震
、
津
波
の
話

を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
依
頼
が
多

か
っ
た
の
が
、
最
近
は
豪
雨
水
害
の
話

を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
風
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
関
心
も
地
震
だ
け
で
な

く
、
よ
り
身
近
な
水
害
に
変
化
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
は
、
高
専

生
が
地
元
の
高
校
生
と
一
緒
に
水
害
リ

ス
ク
を
教
え
る
地
域
住
民
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行
っ
て
、
生
徒
会
活
動
な

ど
で
各
地
域
に
お
い
て
継
続
的
に
受
継

岡田 将治　Shoji	OKADA　

高知工業高等専門学校  ソーシャルデザイン工学科  准教授

【学歴】
1989 年 4 月 - 1994 年 3 月　高知工業高等専門学校  土
木工学科
1994 年 4 月 - 1997 年 3 月　広島大学 工学部 第四類 ( 建
設系 )
1997 年 4 月 - 2002 年 3 月　広島大学大学院 工学研究科
博士課程 環境工学専攻

【経歴】
2002 年 4 月 - 2003 年 3 月　広島大学大学院 工学研究科 
助手
2003 年 4 月 - 2005 年 3 月　中央大学 理工学部土木工学
科 助手
2005 年 4 月 - 2009 年 3 月　 高知工業高等専門学校 建
設システム工学科 助教授
2009 年 4 月 - 2016 年 3 月　 高知工業高等専門学校 環
境都市デザイン工学科 助教授

現在
高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科 准教授
高知大学 防災推進センター 客員准教授
中央大学 研究開発機構 客員研究員

ン
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
土
地
や
地
域
で
何
か
し
ら
問

題
は
必
ず
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
解
決

で
き
る
こ
と
に
地
方
の
大
学
や
高
専

の
価
値
が
あ
る
。
技
術
が
な
い
と
こ

ろ
で
困
っ
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
安
く
提
供
で
き
る
技
術
で
、
地

域
の
課
題
解
決
に
協
力
す
る
と
い
う

こ
と
は
大
学
で
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
高
専
の
研
究
者
と
し
て
そ
う
い

う
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
り
な
さ
い
と

恩
師
か
ら
も
よ
く
言
わ
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
い
つ
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
取
り
組
み
た
い
研
究
や
テ
ー
マ

　

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
で

す
が
、
と
に
か
く
色
ん
な
事
を
や
っ
て

み
た
い
で
す
。
現
場
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
研
究
が
し
た
い
で
す
。
常
に
研

究
テ
ー
マ
は
10
個
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
学

生
に
は
複
数
の
テ
ー
マ
を
並
行
し
て
進

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
勉
強
を
し
て
い
る
の
は
、
デ
ー

タ
解
析
で
す
。
こ
れ
か
ら
土
木
や
河

川
の
分
野
で
も
Ａ
Ｉ
が
さ
ら
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
例

え
ば
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
こ
と
に
よ
っ

て
川
の
航
空
写
真
か
ら
草
木
の
種
類

や
流
況
が
判
別
で
き
る
な
ど
、
河
川

の
情
報
量
が
増
え
る
こ
と
よ
っ
て
、

色
々
な
情
報
の
組
合
せ
で
研
究
が
深

化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
は
こ
も
ら
ず
、
定
期
的

に
現
場
（
川
）
に
出
て
い
ま
す
。
ど

こ
か
で
洪
水
が
あ
っ
た
ら
、
学
生
と
一

緒
に
す
ぐ
観
測
機
器
を
携
え
て
現
場

へ
行
き
ま
す
。
私
た
ち
は
河
川
事
務

所
か
ら
デ
ー
タ
を
頂
き
つ
つ
、
現
場
に

出
掛
け
て
独
自
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ほ
か
と
は
違
っ
た
研
究
が

で
き
ま
す
。
常
に
現
場
を
見
な
が
ら
、

問
題
意
識
を
養
い
、
そ
こ
で
困
っ
て
い

る
人
が
な
ぜ
困
っ
て
い
る
の
か
考
え
て

い
る
と
、
ま
た
次
の
研
究
テ
ー
マ
が
見

え
て
き
ま
す
し
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
ショ

が
れ
る
仕
組
み
作
り
も
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

今
後
の
河
川
基
金
へ

　

若
手
の
研
究
者
に
は
自
分
の
ア
イ

デ
ア
を
形
に
し
て
、
発
展
を
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
と
き
に
助
成
を
受
け
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
特
に
地
方
の
研
究
者

は
予
算
が
本
当
に
な
い
で
す
か
ら
ね
。

助
成
を
い
た
だ
く
と
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
も
な
る
し
、
河
川

管
理
者
や
関
連
関
係
者
と
の
連
携
も

必
須
な
の
で
、
お
付
き
合
い
の
幅
も

広
が
っ
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

現場の問題解決が研究への原動力 - アユ産卵場の形成 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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ご寄付の御礼

　平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日ま

での一年間に、「一般財団法人　宮崎大淀川スポー

ツセンター」や「釧路リバープロテクション 21 の

会」、「前田建設工業株式会社様」をはじめとする、

団体や個人の皆様から 2,198,203 円のご寄付をい

ただきました。寄付者の皆様に心より御礼申し上

げます。

　ご厚志につきましては、河川基金として管理し、

その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、

川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援す

る助成事業のために有効に使わせていただく所存

でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人 」としての認定を受けて
おります（認定日は平成 25 年 3 月 21 日、法人登記日は同年 4 月 1 日）
ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への寄付金及び一般寄付
金のいずれについても特定公益増進法人としての税法上の優遇措置が
適用され、所得税（個人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団 HP をご覧下さい。
公益財団法人　河川財団

　　理事長　　関　克	己

数字で見る「河川基金」

約10,870件助成件数
（昭和 63 年度～ 2019 年度）

約120億円助成総額
（昭和 63 年度～ 2019 年度）

昭和 63 年に河川財団（河
川環境管理財団）に「河
川整備基金」として設立。
設立後 30 年近くを経過
し、社会情勢の変化等に
対応するため「河川基金」
として新たなスタートを
切っています。

「河川基金」とは

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で上位 100 財
団の 63 位（2017 年度）にランキ
ングされています。

「日本の助成財団の現状」より
助成財団センター調べ

（有効回答数：1,784 団体）

助成等事業費

63位

寄付者の皆様へ

河川基金ウェブサイトでは、助成事業に関するイベント等の「活動告知ページ」及び「活
動報告ページ」を設けております。助成を受けられている方はぜひご活用下さい。

河川基金ウェブサイトを
ご活用ください。

現場の問題解決が研究への原動力 - アユ産卵場の形成 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

www.kasen.or. jp/kikin/ 【活用例】
・イベント等の活動告知
・イベント等のレポート
・研究等の受賞報告
　等
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河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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本部
〒 103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp E-mail:info@kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3 丁目 710 番地
TEL052-388-7891 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

本部
総務部  TEL:03-5847-8301 FAX:03-5847-8308
経営企画部  TEL:03-5847-8302 FAX:03-5847-8308
 
基金事業部	 TEL:03-5847-8303 FAX:03-5847-8309
子どもの水辺サポートセンター
  TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314
河川総合研究所 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8310
（戦略的維持管理研究所）

東京事務所	 TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310
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河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定
　河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」
の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規 第２条）
を受けました（平成 29 年 6 月 28 日付）。褒章の
一つである「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄
付した方々（個人では 500 万円以上、法人では
1,000 万円以上）を対象としています。
　平成 29 年 6 月 28 日以降、河川財団へのご寄付

（河川基金への寄付または一般寄付）をいただ
いた方で上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」
の授与申請を致します。

紺綬褒章とは（内閣府HPより）

   公益のために私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、表彰されるべ
き事績の生じた都度、各府省等の推薦に基づき審査をし、授与を行ってい
ます。
   国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法人格を有し、公益
の増進に著しく寄与する事業を行う団体であって、当該団体に関係の深い
府省等の申請に基づき賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象
となります。

   ※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附に対する返礼品
（記念品の類を除く）を受領した場合は、紺綬褒章の対象となりません。


